
今年度最初の研修会となるキックオフ研修会では、子育て

ステーションの職員と県内の自治体職員が参加することで、

『かがわ子育てステーション』の意義を共通認識することが

目的の1つであり、36施設の子育てステーション職員と13

市町村の担当者職員が参加をしました。

最初に国の子育て支援の最新の動向として、地域子育て支援拠点事業や利用者支援事

業の運営にかかる補助金や新しく創設されたものについてのお話がありました。地域の

関連機関と連携をとりながら利用者に寄り添った支援を実施している場所としての重要

さを認識することができました。

さらに、子育て家庭のウェルビーイングを支える役割として、子ども家庭庁が発表し

ている「はじめの100カ月の育ちビジョン」について話があり、乳幼児の育ちには「安

心」と「挑戦」の繰り返しが大切であり、改めて子どもたちが自分に関わってくれる大

人がたくさんいることを感じられるよう、私たち大人の役割の見直しが求められること

が伝えられました。

国の子育て支援の動向と親子の居場所づくり
の必要性について

Ｒ7.5.16（金）

13:30～15:00

＠県庁ホール

参加者82名

講義の最後には、普段関わることのできない人とグループを作り、講義の感想や質問

したいことを含めて意見交換会の時間を設けました。親子が踏み出す社会への第一歩と

してのかがわ子育てステーションだからできる役割を再認識できる研修となったようで

す。
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